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群馬県立前橋工業高等学校 

前工だより 
Webﾍﾟｰｼﾞ 前工だより 

３月１日、うららかな早春の日差しの中、晴れやかに
本校創立以来９６回目の令和４年度卒業証書授与式が挙
行され、全日制２３０名、定時制１４名、合わせて２４
４名が本校を巣立ちました。 
卒業生達は、臨時休校や分散登校、学校行事の中止・

変更など、新型コロナウィルスの影響を大きく受ける高
校生活を送りました。困難な状況であったからこそ、人
の痛みや優しさを敏感に感じ、創意工夫をしながら、力
強く高校生活を送ってくれました。 
卒業生ひとり一人が人生の次のステージで存分に力を発揮し、幸せな人生を歩み出してくれるこ

とを祈念しています。御支援・御協力いただいた皆様に感謝申し上げます。 

卒 業 証 書 授 与 式 

 本校では、地元の企業様にお世話になり、２年生全員がイン

ターンシップを実施しました。学校では味わえない、専門分野

の実際的な知識・技術を体得するとともに、勤労観・職業観を育成することができました。御

協力いただいた企業の皆様に感謝申し上げます。 

生徒の感想１ 

３日間鉄工の会社で実際に作業を

させていただきました。どの作業も

最初はとても難しく感じましたが、

社員の方が丁寧に教えてくださった

ので、だんだんやり方が分かってき

て、そこからはかなり精度よく作業

ができたと感じました。 

中でも、ベルトサンダの作業は、

最初は全然できませんでしたが、教

わっているうちに上手にできるよう

になりました。 

一方、板ベンダのプログラミング

は非常に難解で、自分では理解でき

なくて少し悔しかったです。 

体験した企業は、皆さん親切で良

い職場でした。来年度の進路候補に

も⼊ると思いました。 

生徒の感想２ 

１日目は自動販売機の組み立て

で、重い道具を使ったり、長時間作

業をしたりで疲れましたが、自動販

売機の内部の機構や仕組みを知るこ

とができ面白かったです。 

２日目は自動販売機の動作検査を

しました。ダミーの商品を⼊れるの
が難しくて時間がかかっていまし

た。社員の方々の作業スピードが凄

く早くてビックリしました。 

３日目はインパクトドライバーで

自動販売機を分解し、内部の部品を

取り外す作業を行いました。 

インターンシップを通して、仕事

をすることの大変さや、自分が製品

を製造することに対する責任を学べ

ました。 



本校では、「課題研究」という授業で、全日制は３年生、定時制は

４年生が、様々な学びを横断的に融合して、班ごとに作品製作や調

査・研究・実験などを行い、専門的な知識と技術の深化や総合化を図り、問題解決の能力や自

発的、創造的な学習態度を育てています。今回は、今年度の代表的な研究をご紹介します。 

現代のものづくりに欠か

せない、３Ｄプリンタを用

いた製作技術を身に付ける

ため、自分達で作成した３

次元データを用いて、３Ｄ

プリンタでロボットの部品

を製作し、組み立てまし

た。３Ｄモデルや３Ｄプリ

ンタの技術を高めることが

出来、完成度の高いロボットを作れました。 

機械科 ３Ｄプリンタ 

前工祭に出展す

るメダルゲームを

製作しました。メ

ダルはレーザー加

工機で、ホッパー

は３Ｄプリンタで

加工し、台座は前

工の校舎をかたどって製作しました。今まで学ん

できた技術を生かして、良いものが出来上がりま

した。 

電子機械科 前工型メダルゲームの製作 

電気自動車の製作を

通して高校３年間で学

んだ金属加工、電気機

器、電子制御などの知

識を活かし、電気自動

車(上)を製作して大会

に出場しました。モー

タは自分達でコイルを

巻いて(下)自作しまし

た。とても勉強になりました。 

電気科 電気自動車の製作 

ブループリントというプロ

グラム言語を用いてゲームの

プログラミングを行い、コン

ピュータゲームを作成しまし

た。登場するキャラクターは 

dotpict というアプリケー

ションでデザインし作成しました。背景、タイ

ル、キャラクターなど、すべて自分達のドット絵

で構成したステージを完成できました。 

電子科 ドットカービィゲーム  

３ＤＣＡＤ図面から模型製

作用図面を作成し、桧の角材

を用いて 1/250 の模型を作

製しました。角材の加工精度

の差により、組み立ててみる

とずれが生じてしまうなどの

困難がありましたが、製作を

通じて木材の曲げ方や特性を

理解することができました。 

建築科 エッフェル塔模型製作 

固定具を一切使わず、主桁材

の木材に、横桁となる単管パイ

プを工夫して組み合わせ、人が

渡れる大型の橋を製作しまし

た。強度、耐久性と

もに十分で、人が渡

れる芸術的な「ダ・

ヴィンチの橋」 が完

成しました。 

土木科 大型橋模型｢ダ･ヴィンチの橋｣ 

ガス溶接実習に使

用する吹管（トー

チ）を整理、整頓し

保管しておくための

箱を作りました。５

人の生徒が意見やア

イデアを出して相談しながら設計、製作しまし

た。ものづくりの楽しさや仲間と協力する大切

さ、仕上げたときの充実感を感じました。 

定時制機械科 実習器具の製作 

建築科は課題研究で

４つのテ－マに取り

組みました。その中

の一つが「隈研吾設

計：雲の上ギャラ

リー」です。生徒一

人一人が試行錯誤を繰り返しながら、真摯な態度

で製作に励み、立派な作品を仕上げることができ

ました。  

定時制建築科｢雲の上のギャラー｣の製作 


